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第131号平成29年9月15日 県民児協だより

　横須賀市は三浦半島の中央に位
置し、東は東京湾、西は相模湾に面
しています。東京湾の入口にあり、
幕末にペリーが来航した「開国の
町」としても良く知られています。
人口は約40万で担当する民生委員
は584名、18の地区に分かれて社
会福祉のために活動しています。
　そして、各地区間の相互の連携
と活動の充実のために、私たち横
須賀市民児協には研究広報部会が
あります。
　各地区における活動の共通問題
を持ち寄り、調査・議論・研究し、
市内の民生委員向け広報紙として
「よこすか民児協会報」を年二回
発行しています。企画構想・編集
から校閲、発行までの制作活動を
行っています。
　今期、部会員も新任が大半を占
め、活発な意見もあり新たな意気
込みすら感じられます。お互いの
連携を大切にし、全員の力を結集、
市内各地区の「つなぎ役」となるよ
う一歩前に踏み込めればと部会員
一人ひとりが感じております。
　自己研鑽を積み、発行を通じ会
員に有益な情報が提供できるよう
魅力ある広報紙へと念願し活動し
ております。

　茅ヶ崎市は「振り込め詐欺」被害
が県内で政令市を除く市町村で最
も多い市です。これを改善するため
に、茅ヶ崎警察署は「こんな電話は詐
欺！」というステッカー（下写真）を
作成し、70歳以上の方に配布するこ
とになり、民生委員が協力すること
になりました。

　訪問をしてみて「電話がかかってき
た」という経験をした人が多いこと
に驚きました。
 「息子の実名を言われたが、内容が
おかしかったので詐欺だと分かった。
ひっかからなかったが怖くて震えた」
「変だな？とは思ったが、息子かもし
れないと不安になった」
　対策として「電話がかかってきた
ら、『もしかしたら詐欺かも？』と考
えて深呼吸してから受話器をとる」
「留守番電話やナンバーディスプレ
イにして、相手を確認してから受話器
をとる」など、工夫されていることも
伺うことができました。寡黙な方が
「誰かに話したかった」と心の扉を
開いてくださり、新たな対話が出来る
ようになったのは民生委員として嬉
しいことです。
　警察によるとステッカー配布によ
り、「詐欺かも？」と思う人が増え「抑
止力になっている」ということです。

　このまつりは、「つくしの家まつ
り」実行委員会が中心となり、地域
の障がい児・者と地域の人々との交
流をめざして行われているもので、
私たち民生委員は、例年バザー販売
のお手伝いをしています。
　今年で９回目迎え、去る５月２７
日に開催されました。当日は好天に
も恵まれ、露店も盛況で多くの地域
の方々が訪れました。

　会場となった「つくしの家」は、
障がい児・者の地域作業所として運
営されています。毎日平均１５名ぐ
らいの方が来所し、簡単な仕事をし
ています。内容としては、通年では
ありませんが、ボールペンの中身の
組み立て、割り箸の袋詰め、ビール
のラベル貼りなどがあります。
　また、通年を通して、寒川駅前公
園とトイレの清掃、健康管理セン
ターの清掃等を行っています。
　寒川町には、８カ所福祉施設事業
所、２カ所の相談支援事業所があり
ます。これらの機関が連携協力し障
がい者が地域で働き、安心して地域
で暮らせるよう日々努力していると
いうことです。全ての人が安心して
地域で暮らせるよう私自身も力添え
をしたいと思います。

通 信 員 だ よ り

市内各地区の
つなぎ役として！

振り込め詐欺防止
ステッカー配布

「つくしの家まつり」に
参加して

通信員　田京　進 通信員　中尾　圭子 通信員　新井　泰春

地域の人の交流「つくしの家まつり」

横須賀基督教社会館会長　阿部志郎氏と
市委員座談会の様子

電話近くに置いて、未然に詐欺を防ぎます

寒　 川　 町

　中井町民児協は、子どもからお年寄りまで、たす
けあい・ささえあい・みとめあって過ごせる、なかいい
町！を目指しています。
　中でも委員が育てた野菜を持ち寄って作る“すい
とん”は、いつも大好評です。愛情たっぷりの味に子
どもたちの笑顔が溢れます。「おいしかったよ！ごち
そうさま！」の声に私たちも笑顔がこぼれます。

　その他にも未就園児の会の活動にも積極的に関わ
り、地域の子どもたちと顔が見えるつながりを大切に
しています。
　焼いもパーティーやおもちつきのお手伝いなど、食
育を通して子どもたちの成長を願っています。
　これからも地域の身近なサポーターとして、一人ひ
とりに寄り添った活動を行っていきたいと思います。

（中井町民生委員児童委員協議会）

◦発行日／平成29年9月15日　◦発行人／会長　飯田 弘　◦編集人／広報委員会　◦印刷所／有限会社 横浜綜合印刷
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－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

◆特集　「委員活動を支える」
　　　　　〜座間市民生委員児童委員協議会の取り組みから〜
●活動研究レポート「Fly2 Kids（フライ・フライキッズ）」（鎌倉市第二地区民児協）
●NEWS&インフォメーション・編集雑感　●通信員だより

未就園児の会でのすいとんパーティー

横 須 賀 市 茅 ヶ 崎 市
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各
地
区
民
児
協
で
は
、
新
任
委
員
が

個
別
支
援
活
動
を
始
め
て
、｢
困
っ
た

こ
と
」｢

わ
か
ら
な
い
こ
と｣

が
出
て
き

た
時
、
先
輩
委
員
へ
相
談
を
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
た
り
と
、
お
互
い
に
支
え

合
い
、
安
心
し
て
活
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
８
月
下
旬
に
県
民
児
協
で
開

催
し
た
新
任
委
員
を
対
象
と
し
た｢

課

題
別
集
中
講
座｣

で
は
、
新
任
委
員
の

｢

困
り
ご
と
」
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
っ
た
と
こ
ろ
、｢

書
類
が
多
く
整
理

が
で
き
ず
、
活
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
」｢

活
動
記
録
の
書
き
方
が
難
し
い
」

「
知
識
が
乏
し
い
の
で
説
明
で
き
な

い
」
と
い
う
声
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

事
務
局
発
「
書
類
の
整
理
を
す
る
た
め
の

わ
か
り
や
す
い
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
」
の
提
案

　

｢

市
全
体
で
書
類
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

方
法
を
決
め
て
管
理
を
し
た
ら
、
引
継

ぎ
が
と
て
も
ス
ム
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

討
す
る
間
も
な
く
、
関
心
の
あ
る
も
の

を
選
び
巡
回
し
て
聞
き
ま
し
た
。

①�

地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
（
大
分
県
宇
佐
市
宇
佐
民
児
協
）

②�

災
害
に
備
え
た
支
え
合
い
の
地
域
作
り

 

（
秋
田
県
秋
田
市
寺
内
地
区
民
児
協
）

③�

三
世
代
交
流
の
亀
阜
民
協
に
つ
い
て

 

（
香
川
県
高
松
市
亀
阜
地
区
民
児
協
）

④�

地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
〜
社
会

的
に
孤
立
す
る
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜

 

（
仙
台
市
太
白
区
生
出
地
区
民
児
協
）

⑤�

子
育
て
支
援
！
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド

 

『
ほ
ほ
え
み
マ
ッ
プ
』
づ
く
り

 

（
神
奈
川
県
山
北
町
民
児
協
）

　

短
時
間
の
発
表
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
の
取
り
組
み
へ
の
思
い
が

伝
わ
り
、
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
、
民
生

委
員
児
童
委
員
制
度
が
長
く
繋
が
っ
て

き
た
背
景
と
こ
の
先
繋
い
で
い
く
意
味

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
で
は
、
一
人
一
人
が
責
任

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
ろ
に
は
、
地
区
民
児
協
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
県
民
児
協
、
そ
し
て
、
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
大
き
な
受

け
皿
と
な
っ
て
私
た
ち
の
活
動
が
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
強
く
感
じ

ま
し
た
。（

広
報
委
員
　
宇
田
川
敏
枝
）

　

原
稿
上
が
り
は
、
誤
字
脱
字
は
な
い

か
等
々
…
こ
の
よ
う
な
文
書
で
始
ま
る

こ
と
失
礼
し
ま
す
。「
民
児
協
だ
よ
り
」

（
広
報
誌
）
が
年
四
回
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
お
読
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
？
「
民
児
協
だ
よ
り
」
は
、

神
奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
唯
一
の
広
報
誌
で
す
。

　

こ
の
広
報
誌
の
中
に
は
、
県
及
び
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
向
性
が
掲
載
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
他
に
事
務
局

の
掲
載
、
地
域
の
通
信
員
か
ら
の
記
事

等
多
岐
に
わ
た
り
内
容
豊
富
に
編
集
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
気
を
つ
け
て
お
り

ま
す
こ
と
は
、
「
民
児
協
だ
よ
り
」
が

各
地
区
定
例
会
等
に
お
い
て
、
研
修
会

の
参
考
に
し
て
頂
く
よ
う
広
報
委
員
一

同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
へ
。

話
題
等
の
ご
提
供
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
委
員
長
　
伊
藤
寧
彦
）

「
委
員
活
動
を
支
え
る
」

特集大
臣
・
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・

東
京
都
知
事
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
な
た
も
、
地
域
で
の
民
生
委
員
児
童

委
員
の
役
目
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

○�

民
生
委
員
制
度
は
、
国
の
社
会
福
祉

と
と
も
に
、
強
い
使
命
感
・
情
熱
を

持
ち
先
達
が
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

○�

住
民
を
見
守
る
民
生
委
員
の
地
道
で

献
身
的
な
活
動
は
、
行
政
と
の
架
け

橋
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○�

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民

生
委
員
の
力
が
、
住
民
の
安
心
安
全

を
確
保
し
て
い
る
。

と
い
う
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

続
く
記
念
講
演
は
、
長
野
県
諏
訪
中

央
病
院
の
名
誉
院
長
と
し
て
地
域
医
療

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
鎌
田
實
先
生
の

｢

あ
た
た
か
い
社
会
を
作
る｣

を
テ
ー
マ

に
愛
に
満
ち
た
説
得
力
の
あ
る
お
話
で

し
た
。

『
民
生
委
員
の
活
動
は
、
愛
・
地
域
貢

献
・
希
望
で
す
。
地
域
を
、
土
俵
際
で

守
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
の
た
め
の
活
動

は
、
自
分
自
身
の
生
き
る
力
に
な
り
ま

す
。
人
間
は
弱
い
け
ど
強
い
で
す
。
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
も
ら

え
れ
ば
絶
望
が
希
望
に
な
る
こ
と
も
、

誰
か
の
一
言
で
生
活
の
あ
り
方
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
活
動

は
、
人
々
へ
の
愛
と
地
域
へ
の
貢
献
を

実
行
し
て
き
て
い
ま
す
。
「
皆
さ
ん
の

活
動
は
、
と
っ
て
も
大
事
で
す
。
こ
の

国
の
た
め
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
簡
単

に
や
め
な
い
で
下
さ
い
」
』
と
、
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。｢

や
め
な
い
で
下

さ
い｣

と
い
う
言
葉
に
、
先
生
の
深
い

思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
次
期
開
催
地
の
紹
介
が

あ
り｢

沖
縄
で
す｣

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

た
途
端
に
『
お
！
』
と
、
ど
よ
め
き
が

お
き
ま
し
た
。
紺
色
の
か
り
ゆ
し
ウ
エ

ア
の
沖
縄
県
民
児
協
会
長
が
登
壇
。
沖

縄
を
紹
介
す
る
映
像
と
『
島
人
ぬ
宝
』

の
曲
が
流
れ
、
会
場
全
体
が
一
つ
に
な

り
柔
ら
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
別
研
修
で
、
私
は
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
小
規
模
発

表
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
47
都
道
府

県
と
20
政
令
指
定
都
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

２
本
ず
つ
の
発
表
が
提
出
さ
れ
、
27
の

会
議
室
で
５
本
ず
つ
発
表
さ
れ
る
と
い

う
形
で
し
た
。

　

混
雑
の
中
、
資
料
を
受
け
取
り
、
検

編集雑感

日
頃
の
活
動
で
も
と
て
も
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。」
と
、
昨
年
度
の
リ
ー
ダ
ー

層
向
け
の
研
修
で
市
民
児
協
の
取
り
組

み
を
発
表
さ
れ
た
座
間
市
第
四
地
区
民

児
協
会
長
の
河
原
田
さ
ん
。
会
場
か
ら

は
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
等
で
委
員
に
配
布
さ
れ
る
資

料
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る
も
の
、
活

動
の
参
考
資
料
、
報
告
書
等
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

座
間
市
民
児
協
（
事
務
局
）
で
は
、

以
前
か
ら
、｢

色
々
な
資
料
が
あ
っ
て

読
み
切
れ
な
い｣｢

整
理
や
活
用
が
で

き
な
く
て
困
っ
て
い
る｣

と
い
う
声
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
委
員
の
代

表
の
方
数
名
よ
り
、
書
類
の
管
理
や
活

用
方
法
の
要
望
を
聞
き
と
り
、
座
間
市

民
児
協
共
通
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
提
案
、

平
成
27
年
６
月
に
全
委
員
に
フ
ァ
イ
ル

を
配
布
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一番上の仕切りに「見出
し一覧表(囲み部分)」を
入れ、書類を一覧表で確
認することができます。

色
分
け
と
番
号
に
よ
る
見
出
し
の
ル
ー
ル

を
も
と
に
管
理
方
法
を
共
通
化

　

市
民
児
協
共
通
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
は

「
赤
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
、
『
赤
』
）
」
と

「
白
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
、
『
白
』
）
」
の

２
種
類
で
、
複
数
の
仕
切
り
が
あ
る
フ
ァ

イ
ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

 

『
赤
』
は
個
人
情
報
を
含
む
書
類
、

『
白
』
は
事
務
を
取
り
組
む
上
で
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
入
れ
ま
す
。
各
フ
ァ
イ

ル
に
は
、
「
見
出
し
一
覧
表
」
を
一
番

手
前
の
仕
切
り
に
見
え
る
よ
う
に
貼
付

し
て
、
各
仕
切
り
に
は
番
号
を
付
け
て
、

何
番
に
ど
の
資
料
が
入
っ
て
い
る
の
か

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
「
フ
ァ
イ
ル
の
使
用
方
法
」

を
文
章
化
し
、
共
通
の
管
理
方
法
を
導

入
す
る
意
義
を
全
委
員
に
周
知
徹
底
し

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
こ
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
委
員
経
験
の

長
さ
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
な
時
に
必
要

な
書
類
を
す
ぐ
に
取
り
出
す
こ
と
が
で

き
、
例
え
ば
、
定
例
会
や
研
修
会
の
際

に
「
白
フ
ァ
イ
ル
の
○
番
の
資
料
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
案
内
し
や
す

く
な
る
他
、
資
料
の
過
不
足
を
防
ぐ
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
引
継
ぎ
の
際
に
も
、
資
料
の

説
明
も
し
や
す
く
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を

導
入
後
初
と
な
る
先
の
一
斉
改
選
の
際

に
も
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
引
継
ぎ
が

で
き
ま
し
た
。

委
員
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
の
実
際

〜
第
四
地
区
民
児
協
で
の
取
組
み
〜

　

こ
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
管
理
で
の
資

料
の
活
用
や
、
安
心
し
て
委
員
活
動
が

決められた番号の場所に、該当の書
類を入れていきます。資料の案内もス
ムースになります。

記念講演　鎌田實さん

　

平
成
28
年
12
月
の
一
斉
改
選
か
ら
約
10
か
月
。個
別
支
援
活
動
を
は
じ
め
様
々
な
地
域
福
祉
活
動

が
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

迷
い
な
が
ら
、悩
み
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
委
員
活
動
。そ
の
解
決
の
糸
口
と
し
て
、委
員
の
声
に

耳
を
傾
け
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
座
間
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
取
り
組
み
を
例
に
、委

員
活
動
を「
支
え
る
」た
め
の
視
点
、工
夫
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
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学
和
田
敏
明
名
誉
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
と
し
、
東
京
大
学
武
川
正
吾
教
授
、

豊
中
市
社
協
勝
部
麗
子
氏
、
読
売
新
聞

社
会
保
障
部
滝
沢
康
弘
記
者
を
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
に
迎
え
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　

和
田
先
生
の
話
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
」

で
あ
り
、
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
力
強
化
・
体
制
づ
く
り
と
市
町

村
に
よ
る
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
の
３
氏
か
ら
も
、
「
地
域
共

生
社
会
」
に
関
す
る
、
興
味
深
い
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
共
生

社
会
を
自
分
な
り
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
研
修
で
し
た
。

（
広
報
委
員
会
副
委
員
長
　
田
村
正
一
）

　
暑
い
夏
・
熱
い
思
い
で

　
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
、

　
感
動
と
感
謝
の
二
日
間
！

　

一
日
目
の
記
念
式
典
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
た
め
の
、
厳
重
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
中
、
民
生
委
員
制
度

100
周
年
映
像｢

済
世
顧
問
、
方
面
委
員

か
ら
民
生
委
員
へ｣

で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
会
長
の
式
辞
、
厚
生
労
働

　
民
生
委
員
制
度
が

　
全
国
組
織
と
実
感

　

７
月
９
日
㈰
、
10
日
㈪
に
開
催
さ
れ

た
、
創
設
100
周
年
記
念
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
に
、
250
名
の
神
奈
川

県
地
区
会
長
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
９
日
に
は
記
念
式
典
が
東
京

の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
１
万
人
で
す
。
開
会
宣
言

の
後
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
の

唱
和
を
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
経
験
す

る
１
万
人
の
唱
和
は
す
ご
い
迫
力
で
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

次
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
登
壇
さ
れ
、

全
員
が
拍
手
で
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
国
歌
斉
唱
を
し
ま
し
た
が
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
る
両
陛
下
の
お
姿
を
見

て
、
陛
下
の
ご
臨
席
す
る
大
き
な
会
議

に
自
分
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
、
感

動
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
体
調
を
考
慮
さ

れ
た
ら
し
く
、
陛
下
の
お
言
葉
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
得

能
会
長
の
式
辞
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣

（
当
時
）
、
小
池

東
京
都
知
事
等
の

挨
拶
、
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰
等

が
行
わ
れ
、
両
陛

下
も
退
席
さ
れ
て

記
念
式
典
は
30
分

ほ
ど
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

次
の
記
念
講
演

で
は
、
テ
レ
ビ
等
で
高
名
な
医
師
で
作

家
の
鎌
田
實
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
あ

た
た
か
い
社
会
を
つ
く
る
」
と
題
し
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
愛
」

「
地
域
貢
献
」
「
希
望
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
長
年
の
地
域
医
療
の
経
験
や
、

世
界
各
国
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
軽
妙

な
語
り
口
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
興

味
深
い
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
「
隣
組
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
民
生
委
員
が
最
後
の
砦
で

守
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
の
愛
と
地
域

へ
の
貢
献
が
日
本
の
未
来
へ
の
希
望
に

な
る
。
民
生
委
員
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。
」
と
締
め
く
く
ら
れ
、
非
常
に
良

い
講
演
で
し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
別
研
修
は
、
東

京
大
学
の
安
田
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
、

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ル
学
院
大

　

去
る
７
月
９
日
㈰
、
10
日
㈪
の
両

日
、
「
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記

念 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」

が
、
東
京
都
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
１
万

人
近
い
民
生
委
員
児
童
委
員
等
が
集
い

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
初
日
は
式
典
、
第
二
日
目

に
都
内
各
会
場
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
別

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
約
250
名
の
民
生
委
員

児
童
委
員
、
元
民
生
委
員
児
童
委
員
、

民
児
協
事
務
局
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で

の
100
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
原

点
や
多
く
の
先
達
の
思
い
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
委
員
活
動
の
一
層
の
充

実
、
発
展
に
向
け
、
思
い
を
新
た
に
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
で
は
全
国
４
６
０
０

通
超
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
民
生
委

員
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
新
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
支
え
あ
う 

住
み
よ
い
社
会 

地

域
か
ら
」
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
参
加
さ
れ
た
お
二
人
に
当

日
の
様
子
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま

し
た
。

行
え
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
地
区
民

児
協
で
の
取
組
み
を
、
同
市
第
四
地
区

民
児
協
会
長
の
河
原
田
さ
ん
（
前
出
）

と
副
会
長
の
城
条
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

河
原
田
さ
ん
が
地
区
会
長
と
し
て
心

が
け
て
い
る
の
は
、
「
で
き
る
限
り
の

声
か
け
を
し
て
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
等
に
耳
を
傾
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
ご
自
身
が
新
任
委
員
の

委
嘱
を
受
け
た
当
時
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
気
軽
に
相
談
で
き
な
か
っ
た
経
験

か
ら
、
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月
の

定
例
会
の
際
に
提
出
す
る
「
活
動
記

録
」
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。

　

城
条
さ
ん
が
、
そ
の
場
で
素
早
く
集
計

し
た
後
、
河
原
田
さ
ん
が
活
動
記
録
の
内

容
を
確
認
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
委
員
活
動
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
多
く
、
例
え
ば
、｢

調
査
事
務
の
件

数
が
多
か
っ
た
ら
、
何
か
難
し
い
相
談
を

受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
活
動
件
数

が
少
な
か
っ
た
ら
、
活
動
で
き
な
い
体
調

な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
声
か
け
の
き
っ

か
け
に
し
て
い
ま
す
。

　

河
原
田
さ
ん
は
、
常
に
委
員
に
発
信

し
「
相
談
を
受
け
た
時
に
は
、
必
ず
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
と
経
過
を
確
認
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
に
入
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
を
続
け
ま
す
。

安
心
し
て
委
員
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
の
導
入
に
よ
り
、

情
報
の
整
理
や
共
有
の
大
切
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
第
四
地
区
で
は
、
独
自

に
別
色
（
青
）
の
フ
ァ
イ
ル
を
購
入
し
、

委
員
名
簿
や
、
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
資
料

等
、
『
赤
』『
白
』
に
属
さ
な
い
地
区
独

自
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
庶
務
や
会
計
、
渉
外
担
当

の
各
係
、
そ
し
て
、
高
齢
・
障
害
・
児

童
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
座
間
市
民
児

協
で
は
部
会
を｢

グ
ル
ー
プ｣

と
呼
ん
で

い
ま
す
）
の
フ
ァ
イ
ル
も
作
成
し
、
わ

か
り
や
す
い
と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
て
わ
か
り
や
す
く
管

理
さ
れ
た
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
、

研
修
会
を
実
施
し
知
識
を
深
め
た
り
、

気
軽
に
話
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
会
や
懇
談
の
機

会
を
作
っ
て
い
ま
す
。｢

大
勢
の
前
で

は
話
し
に
く
い
こ
と
で
も
、
少
人
数
な

ら
結
構
話
が
で
き
る
ん
で
す｣

と
河
原

田
さ
ん
。
こ
う
し
た
勉
強
会
等
の
開
催

も
、
定
例
会
の
後
や
何
か
の
集
ま
り
の

後
に
行
う
等
、
参
加
す
る
こ
と
へ
の
負

担
感
を
減
ら
す
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

「
良
い
取
り
組
み
」
は
市
民
児
協
全
体
の

活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い

 

「
こ
う
し
た
地
区
民
児
協
の
『
よ
い

取
り
組
み
』
は
、
一
地
区
会
長
と
し
て

の
気
づ
き
も
多
く
あ
り
ま
す
」
。
そ
う

話
す
の
は
市
民
児
協
会
長
で
も
あ
る
阿

部
さ
ん
。

　

座
間
市
で
は
、
６
つ
の
単
位
民
児
協

が
あ
り
ま
す
が
、
地
区
に
よ
っ
て
各
グ

ル
ー
プ
の
活
動
内
容
に
ば
ら
つ
き
を
感

じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
互
い
の
グ
ル
ー

プ
活
動
の
情
報
交
換
、
情
報
共
有
を
目

的
に
、
「
グ
ル
ー
プ
長
会
議
」
を
市
民

児
協
と
し
て
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

  ｢

お
互
い
の
活
動
を
知
る
こ
と
で
、

自
分
の
地
区
に
足
り
な
い
も
の
が
見
え

て
き
た
。
そ
れ
を
確
認
し
た
り
話
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」
と
阿
部

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
四
地
区
の
取
り
組

み
等
を
は
じ
め
『
よ
い
取
り
組
み
』
を

知
る
こ
と
で
他
地
区
に
も
様
々
な
相
乗

効
果
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

  ｢

少
し
で
も
長
く
、
安
心
し
て
委
員

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
活
動
の
あ

り
方
や
支
え
方
を
市
全
体
と
し
て
取
り

組
み
た
い
」
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

新
任
委
員
等
の
困
り
ご
と
や
不
安
の

声
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
活
動
を
支
え

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
、
ご
自
身
の
経
験
の
中
で
実
感
し
、

よ
い
雰
囲
気
と
環
境
が
作
れ
る
よ
う
、

地
区
会
長
、
副
会
長
が
連
携
し
て
日
頃

の
委
員
活
動
の
中
で
工
夫
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

委
員
の
「
困
り
ご
と
」
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
委
員
活
動
を
支
え
る
例
と
し
て

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
開
催
さ
れ
る

「活動は一人だけでやるものではありません。
相談して助け合うことはとても心強いものと
思っています。」

（左から、第四地区会長河原田さん、市民児協会
長阿部さん、第四地区副会長城条さん）

取材を終えて
●�今回お話しを伺った委員の皆
さんが、委員活動を支えていく
ための努力、相互に助けあうこ
との大切さを実践されている
ことに感銘を受けました。

●�委員活動のサポートの他にも、
学校・自治会等地域に向けて
委員活動を理解してもらえる
よう様々な働きかけをしている
と伺いました。地区の委員を支
え、委員活動を支え尽力してい
る姿に感激しました。
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　鎌倉市で行われている子育てサロンのご様子には
大変感動を受けました。今後の在り方の方向を示した
ものと思われます。
　地域から要請を受けられたということも主任児童委
員さんの今迄のご活躍を伺えます。最も評価できる点
は「レスパイトから子育てを楽しめる日常へのヒント」
提供ということです。子育ては負担感が強くなります
と虐待３か月前状態になりやすいものです。楽しめる
方法はいくつもありますがそれを実感していただくこと
ができれば素晴らしいと思います。現在、子育て中の
方々への大きなプレゼントになることでしょう。今後の
課題なども細かく考えられておられ、定着へのステップ
も伺えます。

　主任児童委員の方々の「子育てサロン」には来訪者
に楽しんで頂くこと以外に児童福祉従事者として「虐
待３か月前の発見と対応」という大きな役割がありま
す。子育てに不安を抱え、苦しみ、虐待に移行しそうな
保護者が来訪しやすい雰囲気づくり、一度来訪しなが
ら見えなくなった方の振り返りを行い、虐待への移行
を防いで頂ければと思います。地域の善意の方々親切
心ゆえに陥りやすいこと「余計なお世話ではなく適切
な支援」「上から目線にならない」などなどが厳しい状
態にある保護者への支援の場づくりとして重要と思わ
れます。主任児童委員さんの適切なフォローで運営さ
れると「児童福祉」の観点からの真の役割を果たせる
と思います。大いに期待しております。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

育
て
を
し
な
が
ら
、
ま
た
仕
事
を
し
な

が
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
無
理
な
く
参
加
で
き
る
よ

う
、
①
４
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
月
１

回
、
週
ご
と
の
担
当
制
と
す
る　

②
各

チ
ー
ム
に
連
絡
係
を
置
き
チ
ー
ム
内
の

情
報
共
有
を
図
る　

③
年
２
回
の
ス
タ

ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
運
営
に
つ

い
て
全
員
で
話
し
合
う
と
同
時
に
チ
ー

ム
間
の
連
携
を
図
る　

等
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
年
度
初
め
に
年
間
の
予
定
表

を
作
成
。
第
５
週
目
、
祝
日
、
年
末
年

始
、
お
盆
休
み
の
時
期
は
活
動
を
休
み

に
し
、
主
婦
、
母
、
妻
と
し
て
の
役
割

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

都
合
で
参
加
で
き
な
い
時
に
は
お
互
い

に
融
通
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
活
動
に
過
度
の
負
担

を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
た
め
の
工
夫
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
運
営
費
の
確

保
と
ス
タ
ッ
フ
、
メ
ン
バ
ー
の
確
保
が

あ
り
ま
す
。
年
間
44
回
開
催
し
、
800
組

を
超
え
る
親
子
の
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
運
営
は
参
加
費
（
１
組
300
円
）
と
、

当
地
区
が
２
地
区
社
協
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
地
区
社
協
か
ら
の
活

動
援
助
金
（
各
１
万
円
）
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
お
り
、
体
育
館
の
使
用
料
、
空

調
代
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ッ
フ
へ
の
謝

礼
、
消
耗
品
費
、
コ
ピ
ー
代
等
の
経
費

に
充
て
て
い
ま
す
。
安
定
的
な
運
営
の

た
め
に
、
い
ず
れ
何
ら
か
の
策
を
講
じ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
事
情
で
活
動
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
方
が
い
た
場
合
に
、
新
し
い
ス
タ

ッ
フ
を
誘
い｢

活
動
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
に｣

と
の
心
遣
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
自
身
が
「
こ
こ
で
の
活
動
を

楽
し
く
意
味
の
あ
る
こ
と
」｢

関
わ
る

こ
と
で
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き

る
こ
と｣

を
大
切
な
も
の
と
感
じ
て
い

る
証
し
で
あ
り
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

今
で
は
、
か
つ
て
参
加
者
だ
っ
た
方

が
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な｢

地
域
の
つ
な
が
り｣

を
大
切
に
し
な

が
ら
、
今
後
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に｢Fly2 K

ids｣

の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
、
と
い
う
想
い
が
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

元 東京都市大学教授
現 児童発達支援センター
アグネス園センター長
山岸 道子さん

「
い
ち
に
ー
の
、
さ
ー
ん
！
」
。
青
赤

白
の
大
き
な
布
が
子
ど
も
た
ち
の
上
を

ふ
わ
り
と
か
す
め
、
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
響
き
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も

笑
顔
で
す
。

　

こ
こ
は
鎌
倉
駅
か
ら
若
宮
大
路
を
海

に
向
か
っ
て
10
分
ほ
ど
歩
い
た
、
緑
豊

か
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
見
田
記
念
体

育
館
。
鎌
倉
市
第
二
地
区
民
児
協
の

主
任
児
童
委
員
が
ス
タ
ッ
フ
の
一
員

と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ

ン
「Fly2 K

ids

」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ

イ
ム
の
一
つ
「
音
楽
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」

の
風
景
で
す
。
（
金
曜
日
10
時
〜
12
時
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ
ム
は
10
時
45
分
〜
11

時
15
分
）

　
開
設
の
き
っ
か
け

　

活
動
場
所
の
見
田
記
念
体
育
館
は
、

地
域
の
篤
志
家
よ
り｢

子
ど
も
た
ち
の

体
位
の
向
上｣

を
願
い
、
寄
贈
さ
れ
た

施
設
で
す
。

　

当
時
の
市
の
担
当
者
か
ら
第
二
地
区

の
主
任
児
童
委
員
に
対
し
て｢

見
田
記
念

体
育
館
を
会
場
に
し
て
子
育
て
サ
ロ
ン

活
動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
が
あ

っ
た
こ
と
を
受
け
、
「
私
た
ち
の
目
指

す
子
育
て
支
援
」
を
形
に
す
る
た
め
１

年
間
を
か
け
て
準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

「
子
育
て
支
援=

親
の
レ
ス
パ
イ
ト

（
息
抜
き
）だ
け
で
は
な
い
」
活
動
を

  

目
指
し
て

　

子
育
て
サ
ロ
ン
を
考
え
る
上
で
基
本

と
し
た
こ
と
は｢

子
育
て
支
援=

親
の

レ
ス
パ
イ
ト
だ
け
で
は
な
い｣
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご

す
時
間
を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
場
や
、

共
に
子
育
て
を
考
え
る
仲
間
や
先
輩
お

母
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
楽
し
さ
を

感
じ
る
時
間
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ

ム
を
作
り
ま
し
た
。
週
替
わ
り
で
親
子

体
操
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

（
月
２
回
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す
。
ま
た
希

望
者
に
は
助
産
師
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
に
よ
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
月
２
回
）
も
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は｢

主
任
児
童
委
員
の

サ
ロ
ン
活
動｣

で
は
な
く
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
に
し
て
い
く
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

つ
な
が
り
を
中
心
に
地
域
の
方
に
も
声

を
か
け
25
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
元
小
学
校
校
長
（
当
時
は
民

生
委
員
）
を
代
表
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
平
成
18
年
４
月
に

｢Fly2 K
ids｣

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
で
つ
く
る  

地
域
で
支
え
る  

子
育
て
サ
ロ
ン

　

子
育
て
サ
ロ
ン
の
運
営
方
法
は
、主
任
児
童
委
員
を
中
心
に
児
童
委
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
場
合
が
主
流
で
す
が
、鎌
倉
市
第
二
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン｢Fly2 K

ids

（
フ
ラ
イ
・フ
ラ
イ
キ
ッ
ズ
）｣

で
は
、多
様
な
地
域
住
民
が
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
中
核
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今
回
は
活
動
の
立
ち
上
げ
か
ら
、現
在
も
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
て
い
る

主
任
児
童
委
員
の
方
の
お
話
し
や
、活
動
を
取
材
し
た
様
子
か
ら「
地
域
で
つ
く
る
、地
域
で
支
え
る
」子
育
て
サ
ロ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市町村民児協発
活動研究レポート

№39

　
み
ん
な
が
「
楽
し
い
」
活
動
、

　
み
ん
な
が
「
育
ち
あ
え
る
」
場
所
に

　
な
る
よ
う
に

  ｢

ス
タ
ッ
フ
自
身
も
楽
し
い
と
思
え

る
活
動
に
し
た
い
。
ま
た
、
参
加
し
て

い
る
す
べ
て
の
方
が｢Fly2 K

ids｣

の

メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
の
場
を
作
っ
て

い
る
仲
間
で
あ
る｣

と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
心
地
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
空
間

を
作
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
責
任

を
果
た
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
方
に
は｢

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
こ
と｣｢

使
っ
た
遊
具
は
自
分
で
片

づ
け
る
こ
と
」｢

体
育
館
の
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
」
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
伝

え
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
楽
し
く
、
そ

し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が｢

地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る｣

こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
無
理
な
く

　
参
加
で
き
る
工
夫

　

こ
こ
で
の
活
動
は
、
主
任
児
童
委
員

を
含
め
た
25
人
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ

ム
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
や
資
格
を
活
か

し
て
担
当
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ッ
フ

４
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

主
婦
と
し
て
家
事
を
し
な
が
ら
、
子

プログラムタイムの一コマ。トンネルを抜け
ると一層の笑顔があふれます。

●�今「地域の色々な方が関わる子育てサロン」は、将来的には増えていくのかもしれないと感じました。
●�子どもの成長を願うための場所で、活動の基本理念をスタッフ全員が共有し行動する姿や、それを継
続する努力は素晴らしいと思いました。

取材を
とおして

新しい
子育て支援を応援！
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も伺えます。
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に楽しんで頂くこと以外に児童福祉従事者として「虐
待３か月前の発見と対応」という大きな役割がありま
す。子育てに不安を抱え、苦しみ、虐待に移行しそうな
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心ゆえに陥りやすいこと「余計なお世話ではなく適切
な支援」「上から目線にならない」などなどが厳しい状
態にある保護者への支援の場づくりとして重要と思わ
れます。主任児童委員さんの適切なフォローで運営さ
れると「児童福祉」の観点からの真の役割を果たせる
と思います。大いに期待しております。
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育
て
を
し
な
が
ら
、
ま
た
仕
事
を
し
な

が
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
無
理
な
く
参
加
で
き
る
よ

う
、
①
４
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
月
１

回
、
週
ご
と
の
担
当
制
と
す
る　

②
各

チ
ー
ム
に
連
絡
係
を
置
き
チ
ー
ム
内
の

情
報
共
有
を
図
る　

③
年
２
回
の
ス
タ

ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
運
営
に
つ

い
て
全
員
で
話
し
合
う
と
同
時
に
チ
ー

ム
間
の
連
携
を
図
る　

等
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
年
度
初
め
に
年
間
の
予
定
表

を
作
成
。
第
５
週
目
、
祝
日
、
年
末
年

始
、
お
盆
休
み
の
時
期
は
活
動
を
休
み

に
し
、
主
婦
、
母
、
妻
と
し
て
の
役
割

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

都
合
で
参
加
で
き
な
い
時
に
は
お
互
い

に
融
通
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
活
動
に
過
度
の
負
担

を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
た
め
の
工
夫
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
運
営
費
の
確

保
と
ス
タ
ッ
フ
、
メ
ン
バ
ー
の
確
保
が

あ
り
ま
す
。
年
間
44
回
開
催
し
、
800
組

を
超
え
る
親
子
の
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
運
営
は
参
加
費
（
１
組
300
円
）
と
、

当
地
区
が
２
地
区
社
協
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
地
区
社
協
か
ら
の
活

動
援
助
金
（
各
１
万
円
）
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
お
り
、
体
育
館
の
使
用
料
、
空

調
代
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ッ
フ
へ
の
謝

礼
、
消
耗
品
費
、
コ
ピ
ー
代
等
の
経
費

に
充
て
て
い
ま
す
。
安
定
的
な
運
営
の

た
め
に
、
い
ず
れ
何
ら
か
の
策
を
講
じ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
事
情
で
活
動
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
方
が
い
た
場
合
に
、
新
し
い
ス
タ

ッ
フ
を
誘
い｢

活
動
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
に｣

と
の
心
遣
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
自
身
が
「
こ
こ
で
の
活
動
を

楽
し
く
意
味
の
あ
る
こ
と
」｢

関
わ
る

こ
と
で
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き

る
こ
と｣

を
大
切
な
も
の
と
感
じ
て
い

る
証
し
で
あ
り
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

今
で
は
、
か
つ
て
参
加
者
だ
っ
た
方

が
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な｢

地
域
の
つ
な
が
り｣

を
大
切
に
し
な

が
ら
、
今
後
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に｢Fly2 K

ids｣

の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
、
と
い
う
想
い
が
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

元 東京都市大学教授
現 児童発達支援センター
アグネス園センター長
山岸 道子さん

「
い
ち
に
ー
の
、
さ
ー
ん
！
」
。
青
赤

白
の
大
き
な
布
が
子
ど
も
た
ち
の
上
を

ふ
わ
り
と
か
す
め
、
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
が
響
き
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も

笑
顔
で
す
。

　

こ
こ
は
鎌
倉
駅
か
ら
若
宮
大
路
を
海

に
向
か
っ
て
10
分
ほ
ど
歩
い
た
、
緑
豊

か
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
見
田
記
念
体

育
館
。
鎌
倉
市
第
二
地
区
民
児
協
の

主
任
児
童
委
員
が
ス
タ
ッ
フ
の
一
員

と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ

ン
「Fly2 K

ids

」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ

イ
ム
の
一
つ
「
音
楽
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」

の
風
景
で
す
。
（
金
曜
日
10
時
〜
12
時
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ
ム
は
10
時
45
分
〜
11

時
15
分
）

　
開
設
の
き
っ
か
け

　

活
動
場
所
の
見
田
記
念
体
育
館
は
、

地
域
の
篤
志
家
よ
り｢

子
ど
も
た
ち
の

体
位
の
向
上｣

を
願
い
、
寄
贈
さ
れ
た

施
設
で
す
。

　

当
時
の
市
の
担
当
者
か
ら
第
二
地
区

の
主
任
児
童
委
員
に
対
し
て｢

見
田
記
念

体
育
館
を
会
場
に
し
て
子
育
て
サ
ロ
ン

活
動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
が
あ

っ
た
こ
と
を
受
け
、
「
私
た
ち
の
目
指

す
子
育
て
支
援
」
を
形
に
す
る
た
め
１

年
間
を
か
け
て
準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

「
子
育
て
支
援=

親
の
レ
ス
パ
イ
ト

（
息
抜
き
）だ
け
で
は
な
い
」
活
動
を

  

目
指
し
て

　

子
育
て
サ
ロ
ン
を
考
え
る
上
で
基
本

と
し
た
こ
と
は｢

子
育
て
支
援=

親
の

レ
ス
パ
イ
ト
だ
け
で
は
な
い｣

と
い
う

こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご

す
時
間
を
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
場
や
、

共
に
子
育
て
を
考
え
る
仲
間
や
先
輩
お

母
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
場
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
楽
し
さ
を

感
じ
る
時
間
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ

ム
を
作
り
ま
し
た
。
週
替
わ
り
で
親
子

体
操
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

（
月
２
回
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
ま
す
。
ま
た
希

望
者
に
は
助
産
師
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
に
よ
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
月
２
回
）
も
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は｢

主
任
児
童
委
員
の

サ
ロ
ン
活
動｣

で
は
な
く
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
に
し
て
い
く
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

つ
な
が
り
を
中
心
に
地
域
の
方
に
も
声

を
か
け
25
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
元
小
学
校
校
長
（
当
時
は
民

生
委
員
）
を
代
表
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
平
成
18
年
４
月
に

｢Fly2 K
ids｣

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
で
つ
く
る  

地
域
で
支
え
る  

子
育
て
サ
ロ
ン

　

子
育
て
サ
ロ
ン
の
運
営
方
法
は
、主
任
児
童
委
員
を
中
心
に
児
童
委
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
場
合
が
主
流
で
す
が
、鎌
倉
市
第
二
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン｢Fly2 K

ids

（
フ
ラ
イ
・フ
ラ
イ
キ
ッ
ズ
）｣

で
は
、多
様
な
地
域
住
民
が
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
中
核
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、今
回
は
活
動
の
立
ち
上
げ
か
ら
、現
在
も
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
て
い
る

主
任
児
童
委
員
の
方
の
お
話
し
や
、活
動
を
取
材
し
た
様
子
か
ら「
地
域
で
つ
く
る
、地
域
で
支
え
る
」子
育
て
サ
ロ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市町村民児協発
活動研究レポート

№39

　
み
ん
な
が
「
楽
し
い
」
活
動
、

　
み
ん
な
が
「
育
ち
あ
え
る
」
場
所
に

　
な
る
よ
う
に

  ｢

ス
タ
ッ
フ
自
身
も
楽
し
い
と
思
え

る
活
動
に
し
た
い
。
ま
た
、
参
加
し
て

い
る
す
べ
て
の
方
が｢Fly2 K

ids｣

の

メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
の
場
を
作
っ
て

い
る
仲
間
で
あ
る｣

と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
心
地
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
空
間

を
作
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
責
任

を
果
た
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
方
に
は｢

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
こ
と｣｢

使
っ
た
遊
具
は
自
分
で
片

づ
け
る
こ
と
」｢

体
育
館
の
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
」
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
伝

え
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
楽
し
く
、
そ

し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が｢

地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る｣

こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
無
理
な
く

　
参
加
で
き
る
工
夫

　

こ
こ
で
の
活
動
は
、
主
任
児
童
委
員

を
含
め
た
25
人
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ

ム
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
や
資
格
を
活
か

し
て
担
当
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ッ
フ

４
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

主
婦
と
し
て
家
事
を
し
な
が
ら
、
子

プログラムタイムの一コマ。トンネルを抜け
ると一層の笑顔があふれます。

●�今「地域の色々な方が関わる子育てサロン」は、将来的には増えていくのかもしれないと感じました。
●�子どもの成長を願うための場所で、活動の基本理念をスタッフ全員が共有し行動する姿や、それを継
続する努力は素晴らしいと思いました。

取材を
とおして

新しい
子育て支援を応援！
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学
和
田
敏
明
名
誉
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
と
し
、
東
京
大
学
武
川
正
吾
教
授
、

豊
中
市
社
協
勝
部
麗
子
氏
、
読
売
新
聞

社
会
保
障
部
滝
沢
康
弘
記
者
を
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
に
迎
え
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　

和
田
先
生
の
話
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
」

で
あ
り
、
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
力
強
化
・
体
制
づ
く
り
と
市
町

村
に
よ
る
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
の
３
氏
か
ら
も
、
「
地
域
共

生
社
会
」
に
関
す
る
、
興
味
深
い
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
共
生

社
会
を
自
分
な
り
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
研
修
で
し
た
。

（
広
報
委
員
会
副
委
員
長
　
田
村
正
一
）

　
暑
い
夏
・
熱
い
思
い
で

　
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
、

　
感
動
と
感
謝
の
二
日
間
！

　

一
日
目
の
記
念
式
典
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
た
め
の
、
厳
重
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
中
、
民
生
委
員
制
度

100
周
年
映
像｢

済
世
顧
問
、
方
面
委
員

か
ら
民
生
委
員
へ｣

で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
会
長
の
式
辞
、
厚
生
労
働

　
民
生
委
員
制
度
が

　
全
国
組
織
と
実
感

　

７
月
９
日
㈰
、
10
日
㈪
に
開
催
さ
れ

た
、
創
設
100
周
年
記
念
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
に
、
250
名
の
神
奈
川

県
地
区
会
長
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
９
日
に
は
記
念
式
典
が
東
京

の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
１
万
人
で
す
。
開
会
宣
言

の
後
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
の

唱
和
を
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
経
験
す

る
１
万
人
の
唱
和
は
す
ご
い
迫
力
で
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

次
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
登
壇
さ
れ
、

全
員
が
拍
手
で
お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
国
歌
斉
唱
を
し
ま
し
た
が
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
る
両
陛
下
の
お
姿
を
見

て
、
陛
下
の
ご
臨
席
す
る
大
き
な
会
議

に
自
分
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
、
感

動
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。
体
調
を
考
慮
さ

れ
た
ら
し
く
、
陛
下
の
お
言
葉
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
得

能
会
長
の
式
辞
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣

（
当
時
）
、
小
池

東
京
都
知
事
等
の

挨
拶
、
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰
等

が
行
わ
れ
、
両
陛

下
も
退
席
さ
れ
て

記
念
式
典
は
30
分

ほ
ど
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

次
の
記
念
講
演

で
は
、
テ
レ
ビ
等
で
高
名
な
医
師
で
作

家
の
鎌
田
實
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
あ

た
た
か
い
社
会
を
つ
く
る
」
と
題
し
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
愛
」

「
地
域
貢
献
」
「
希
望
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
長
年
の
地
域
医
療
の
経
験
や
、

世
界
各
国
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
軽
妙

な
語
り
口
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
興

味
深
い
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
「
隣
組
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
民
生
委
員
が
最
後
の
砦
で

守
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
の
愛
と
地
域

へ
の
貢
献
が
日
本
の
未
来
へ
の
希
望
に

な
る
。
民
生
委
員
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。
」
と
締
め
く
く
ら
れ
、
非
常
に
良

い
講
演
で
し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
別
研
修
は
、
東

京
大
学
の
安
田
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
、

「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ル
学
院
大

　

去
る
７
月
９
日
㈰
、
10
日
㈪
の
両

日
、
「
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記

念 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
」

が
、
東
京
都
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
１
万

人
近
い
民
生
委
員
児
童
委
員
等
が
集
い

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
初
日
は
式
典
、
第
二
日
目

に
都
内
各
会
場
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
別

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
約
250
名
の
民
生
委
員

児
童
委
員
、
元
民
生
委
員
児
童
委
員
、

民
児
協
事
務
局
が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で

の
100
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
原

点
や
多
く
の
先
達
の
思
い
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
委
員
活
動
の
一
層
の
充

実
、
発
展
に
向
け
、
思
い
を
新
た
に
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
で
は
全
国
４
６
０
０

通
超
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
民
生
委

員
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
新
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
支
え
あ
う 

住
み
よ
い
社
会 

地

域
か
ら
」
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
参
加
さ
れ
た
お
二
人
に
当

日
の
様
子
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
ま

し
た
。

行
え
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
る
地
区
民

児
協
で
の
取
組
み
を
、
同
市
第
四
地
区

民
児
協
会
長
の
河
原
田
さ
ん
（
前
出
）

と
副
会
長
の
城
条
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

河
原
田
さ
ん
が
地
区
会
長
と
し
て
心

が
け
て
い
る
の
は
、
「
で
き
る
限
り
の

声
か
け
を
し
て
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
等
に
耳
を
傾
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
ご
自
身
が
新
任
委
員
の

委
嘱
を
受
け
た
当
時
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
気
軽
に
相
談
で
き
な
か
っ
た
経
験

か
ら
、
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
工
夫
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月
の

定
例
会
の
際
に
提
出
す
る
「
活
動
記

録
」
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。

　

城
条
さ
ん
が
、
そ
の
場
で
素
早
く
集
計

し
た
後
、
河
原
田
さ
ん
が
活
動
記
録
の
内

容
を
確
認
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
委
員
活
動
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
多
く
、
例
え
ば
、｢

調
査
事
務
の
件

数
が
多
か
っ
た
ら
、
何
か
難
し
い
相
談
を

受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
活
動
件
数

が
少
な
か
っ
た
ら
、
活
動
で
き
な
い
体
調

な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
声
か
け
の
き
っ

か
け
に
し
て
い
ま
す
。

　

河
原
田
さ
ん
は
、
常
に
委
員
に
発
信

し
「
相
談
を
受
け
た
時
に
は
、
必
ず
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
と
経
過
を
確
認
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
に
入
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
を
続
け
ま
す
。

安
心
し
て
委
員
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
の
導
入
に
よ
り
、

情
報
の
整
理
や
共
有
の
大
切
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
第
四
地
区
で
は
、
独
自

に
別
色
（
青
）
の
フ
ァ
イ
ル
を
購
入
し
、

委
員
名
簿
や
、
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
資
料

等
、
『
赤
』『
白
』
に
属
さ
な
い
地
区
独

自
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
庶
務
や
会
計
、
渉
外
担
当

の
各
係
、
そ
し
て
、
高
齢
・
障
害
・
児

童
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
座
間
市
民
児

協
で
は
部
会
を｢

グ
ル
ー
プ｣

と
呼
ん
で

い
ま
す
）
の
フ
ァ
イ
ル
も
作
成
し
、
わ

か
り
や
す
い
と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
て
わ
か
り
や
す
く
管

理
さ
れ
た
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
、

研
修
会
を
実
施
し
知
識
を
深
め
た
り
、

気
軽
に
話
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
会
や
懇
談
の
機

会
を
作
っ
て
い
ま
す
。｢

大
勢
の
前
で

は
話
し
に
く
い
こ
と
で
も
、
少
人
数
な

ら
結
構
話
が
で
き
る
ん
で
す｣

と
河
原

田
さ
ん
。
こ
う
し
た
勉
強
会
等
の
開
催

も
、
定
例
会
の
後
や
何
か
の
集
ま
り
の

後
に
行
う
等
、
参
加
す
る
こ
と
へ
の
負

担
感
を
減
ら
す
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

「
良
い
取
り
組
み
」
は
市
民
児
協
全
体
の

活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い

 

「
こ
う
し
た
地
区
民
児
協
の
『
よ
い

取
り
組
み
』
は
、
一
地
区
会
長
と
し
て

の
気
づ
き
も
多
く
あ
り
ま
す
」
。
そ
う

話
す
の
は
市
民
児
協
会
長
で
も
あ
る
阿

部
さ
ん
。

　

座
間
市
で
は
、
６
つ
の
単
位
民
児
協

が
あ
り
ま
す
が
、
地
区
に
よ
っ
て
各
グ

ル
ー
プ
の
活
動
内
容
に
ば
ら
つ
き
を
感

じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
互
い
の
グ
ル
ー

プ
活
動
の
情
報
交
換
、
情
報
共
有
を
目

的
に
、
「
グ
ル
ー
プ
長
会
議
」
を
市
民

児
協
と
し
て
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

  ｢

お
互
い
の
活
動
を
知
る
こ
と
で
、

自
分
の
地
区
に
足
り
な
い
も
の
が
見
え

て
き
た
。
そ
れ
を
確
認
し
た
り
話
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」
と
阿
部

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
四
地
区
の
取
り
組

み
等
を
は
じ
め
『
よ
い
取
り
組
み
』
を

知
る
こ
と
で
他
地
区
に
も
様
々
な
相
乗

効
果
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

  ｢

少
し
で
も
長
く
、
安
心
し
て
委
員

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
活
動
の
あ

り
方
や
支
え
方
を
市
全
体
と
し
て
取
り

組
み
た
い
」
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

新
任
委
員
等
の
困
り
ご
と
や
不
安
の

声
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
活
動
を
支
え

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ

と
を
、
ご
自
身
の
経
験
の
中
で
実
感
し
、

よ
い
雰
囲
気
と
環
境
が
作
れ
る
よ
う
、

地
区
会
長
、
副
会
長
が
連
携
し
て
日
頃

の
委
員
活
動
の
中
で
工
夫
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

委
員
の
「
困
り
ご
と
」
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
委
員
活
動
を
支
え
る
例
と
し
て

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
開
催
さ
れ
る

「活動は一人だけでやるものではありません。
相談して助け合うことはとても心強いものと
思っています。」

（左から、第四地区会長河原田さん、市民児協会
長阿部さん、第四地区副会長城条さん）

取材を終えて
●�今回お話しを伺った委員の皆
さんが、委員活動を支えていく
ための努力、相互に助けあうこ
との大切さを実践されている
ことに感銘を受けました。

●�委員活動のサポートの他にも、
学校・自治会等地域に向けて
委員活動を理解してもらえる
よう様々な働きかけをしている
と伺いました。地区の委員を支
え、委員活動を支え尽力してい
る姿に感激しました。
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各
地
区
民
児
協
で
は
、
新
任
委
員
が

個
別
支
援
活
動
を
始
め
て
、｢

困
っ
た

こ
と
」｢

わ
か
ら
な
い
こ
と｣

が
出
て
き

た
時
、
先
輩
委
員
へ
相
談
を
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
た
り
と
、
お
互
い
に
支
え

合
い
、
安
心
し
て
活
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
８
月
下
旬
に
県
民
児
協
で
開

催
し
た
新
任
委
員
を
対
象
と
し
た｢

課

題
別
集
中
講
座｣

で
は
、
新
任
委
員
の

｢

困
り
ご
と
」
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
っ
た
と
こ
ろ
、｢

書
類
が
多
く
整
理

が
で
き
ず
、
活
用
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
」｢

活
動
記
録
の
書
き
方
が
難
し
い
」

「
知
識
が
乏
し
い
の
で
説
明
で
き
な

い
」
と
い
う
声
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

事
務
局
発
「
書
類
の
整
理
を
す
る
た
め
の

わ
か
り
や
す
い
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
」
の
提
案

　

｢

市
全
体
で
書
類
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

方
法
を
決
め
て
管
理
を
し
た
ら
、
引
継

ぎ
が
と
て
も
ス
ム
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

討
す
る
間
も
な
く
、
関
心
の
あ
る
も
の

を
選
び
巡
回
し
て
聞
き
ま
し
た
。

①�

地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
（
大
分
県
宇
佐
市
宇
佐
民
児
協
）

②�

災
害
に
備
え
た
支
え
合
い
の
地
域
作
り

 

（
秋
田
県
秋
田
市
寺
内
地
区
民
児
協
）

③�

三
世
代
交
流
の
亀
阜
民
協
に
つ
い
て

 

（
香
川
県
高
松
市
亀
阜
地
区
民
児
協
）

④�

地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
〜
社
会

的
に
孤
立
す
る
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜

 

（
仙
台
市
太
白
区
生
出
地
区
民
児
協
）

⑤�

子
育
て
支
援
！
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド

 

『
ほ
ほ
え
み
マ
ッ
プ
』
づ
く
り

 

（
神
奈
川
県
山
北
町
民
児
協
）

　

短
時
間
の
発
表
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
の
取
り
組
み
へ
の
思
い
が

伝
わ
り
、
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
、
民
生

委
員
児
童
委
員
制
度
が
長
く
繋
が
っ
て

き
た
背
景
と
こ
の
先
繋
い
で
い
く
意
味

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
で
は
、
一
人
一
人
が
責
任

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
ろ
に
は
、
地
区
民
児
協
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
県
民
児
協
、
そ
し
て
、
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が
大
き
な
受

け
皿
と
な
っ
て
私
た
ち
の
活
動
が
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
強
く
感
じ

ま
し
た
。（

広
報
委
員
　
宇
田
川
敏
枝
）

　

原
稿
上
が
り
は
、
誤
字
脱
字
は
な
い

か
等
々
…
こ
の
よ
う
な
文
書
で
始
ま
る

こ
と
失
礼
し
ま
す
。「
民
児
協
だ
よ
り
」

（
広
報
誌
）
が
年
四
回
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
お
読
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す

で
し
ょ
う
か
？
「
民
児
協
だ
よ
り
」
は
、

神
奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
唯
一
の
広
報
誌
で
す
。

　

こ
の
広
報
誌
の
中
に
は
、
県
及
び
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
向
性
が
掲
載
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
他
に
事
務
局

の
掲
載
、
地
域
の
通
信
員
か
ら
の
記
事

等
多
岐
に
わ
た
り
内
容
豊
富
に
編
集
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
気
を
つ
け
て
お
り

ま
す
こ
と
は
、
「
民
児
協
だ
よ
り
」
が

各
地
区
定
例
会
等
に
お
い
て
、
研
修
会

の
参
考
に
し
て
頂
く
よ
う
広
報
委
員
一

同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
へ
。

話
題
等
の
ご
提
供
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
委
員
長
　
伊
藤
寧
彦
）

「
委
員
活
動
を
支
え
る
」

特集大
臣
・
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・

東
京
都
知
事
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
な
た
も
、
地
域
で
の
民
生
委
員
児
童

委
員
の
役
目
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

○�

民
生
委
員
制
度
は
、
国
の
社
会
福
祉

と
と
も
に
、
強
い
使
命
感
・
情
熱
を

持
ち
先
達
が
引
き
継
い
で
き
て
い
る
。

○�

住
民
を
見
守
る
民
生
委
員
の
地
道
で

献
身
的
な
活
動
は
、
行
政
と
の
架
け

橋
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○�

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民

生
委
員
の
力
が
、
住
民
の
安
心
安
全

を
確
保
し
て
い
る
。

と
い
う
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

続
く
記
念
講
演
は
、
長
野
県
諏
訪
中

央
病
院
の
名
誉
院
長
と
し
て
地
域
医
療

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
鎌
田
實
先
生
の

｢

あ
た
た
か
い
社
会
を
作
る｣

を
テ
ー
マ

に
愛
に
満
ち
た
説
得
力
の
あ
る
お
話
で

し
た
。

『
民
生
委
員
の
活
動
は
、
愛
・
地
域
貢

献
・
希
望
で
す
。
地
域
を
、
土
俵
際
で

守
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
の
た
め
の
活
動

は
、
自
分
自
身
の
生
き
る
力
に
な
り
ま

す
。
人
間
は
弱
い
け
ど
強
い
で
す
。
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
も
ら

え
れ
ば
絶
望
が
希
望
に
な
る
こ
と
も
、

誰
か
の
一
言
で
生
活
の
あ
り
方
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
活
動

は
、
人
々
へ
の
愛
と
地
域
へ
の
貢
献
を

実
行
し
て
き
て
い
ま
す
。
「
皆
さ
ん
の

活
動
は
、
と
っ
て
も
大
事
で
す
。
こ
の

国
の
た
め
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
簡
単

に
や
め
な
い
で
下
さ
い
」
』
と
、
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。｢

や
め
な
い
で
下

さ
い｣

と
い
う
言
葉
に
、
先
生
の
深
い

思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
次
期
開
催
地
の
紹
介
が

あ
り｢

沖
縄
で
す｣

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

た
途
端
に
『
お
！
』
と
、
ど
よ
め
き
が

お
き
ま
し
た
。
紺
色
の
か
り
ゆ
し
ウ
エ

ア
の
沖
縄
県
民
児
協
会
長
が
登
壇
。
沖

縄
を
紹
介
す
る
映
像
と
『
島
人
ぬ
宝
』

の
曲
が
流
れ
、
会
場
全
体
が
一
つ
に
な

り
柔
ら
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
別
研
修
で
、
私
は
、

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
小
規
模
発

表
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
47
都
道
府

県
と
20
政
令
指
定
都
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

２
本
ず
つ
の
発
表
が
提
出
さ
れ
、
27
の

会
議
室
で
５
本
ず
つ
発
表
さ
れ
る
と
い

う
形
で
し
た
。

　

混
雑
の
中
、
資
料
を
受
け
取
り
、
検

編集雑感

日
頃
の
活
動
で
も
と
て
も
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。」
と
、
昨
年
度
の
リ
ー
ダ
ー

層
向
け
の
研
修
で
市
民
児
協
の
取
り
組

み
を
発
表
さ
れ
た
座
間
市
第
四
地
区
民

児
協
会
長
の
河
原
田
さ
ん
。
会
場
か
ら

は
、
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
等
で
委
員
に
配
布
さ
れ
る
資

料
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る
も
の
、
活

動
の
参
考
資
料
、
報
告
書
等
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

座
間
市
民
児
協
（
事
務
局
）
で
は
、

以
前
か
ら
、｢

色
々
な
資
料
が
あ
っ
て

読
み
切
れ
な
い｣｢

整
理
や
活
用
が
で

き
な
く
て
困
っ
て
い
る｣

と
い
う
声
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
委
員
の
代

表
の
方
数
名
よ
り
、
書
類
の
管
理
や
活

用
方
法
の
要
望
を
聞
き
と
り
、
座
間
市

民
児
協
共
通
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
提
案
、

平
成
27
年
６
月
に
全
委
員
に
フ
ァ
イ
ル

を
配
布
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一番上の仕切りに「見出
し一覧表(囲み部分)」を
入れ、書類を一覧表で確
認することができます。

色
分
け
と
番
号
に
よ
る
見
出
し
の
ル
ー
ル

を
も
と
に
管
理
方
法
を
共
通
化

　

市
民
児
協
共
通
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
は

「
赤
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
、
『
赤
』
）
」
と

「
白
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
、
『
白
』
）
」
の

２
種
類
で
、
複
数
の
仕
切
り
が
あ
る
フ
ァ

イ
ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

 

『
赤
』
は
個
人
情
報
を
含
む
書
類
、

『
白
』
は
事
務
を
取
り
組
む
上
で
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
入
れ
ま
す
。
各
フ
ァ
イ

ル
に
は
、
「
見
出
し
一
覧
表
」
を
一
番

手
前
の
仕
切
り
に
見
え
る
よ
う
に
貼
付

し
て
、
各
仕
切
り
に
は
番
号
を
付
け
て
、

何
番
に
ど
の
資
料
が
入
っ
て
い
る
の
か

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
「
フ
ァ
イ
ル
の
使
用
方
法
」

を
文
章
化
し
、
共
通
の
管
理
方
法
を
導

入
す
る
意
義
を
全
委
員
に
周
知
徹
底
し

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
こ
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
委
員
経
験
の

長
さ
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
な
時
に
必
要

な
書
類
を
す
ぐ
に
取
り
出
す
こ
と
が
で

き
、
例
え
ば
、
定
例
会
や
研
修
会
の
際

に
「
白
フ
ァ
イ
ル
の
○
番
の
資
料
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
案
内
し
や
す

く
な
る
他
、
資
料
の
過
不
足
を
防
ぐ
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
引
継
ぎ
の
際
に
も
、
資
料
の

説
明
も
し
や
す
く
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を

導
入
後
初
と
な
る
先
の
一
斉
改
選
の
際

に
も
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
引
継
ぎ
が

で
き
ま
し
た
。

委
員
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
の
実
際

〜
第
四
地
区
民
児
協
で
の
取
組
み
〜

　

こ
の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
管
理
で
の
資

料
の
活
用
や
、
安
心
し
て
委
員
活
動
が

決められた番号の場所に、該当の書
類を入れていきます。資料の案内もス
ムースになります。

記念講演　鎌田實さん

　

平
成
28
年
12
月
の
一
斉
改
選
か
ら
約
10
か
月
。個
別
支
援
活
動
を
は
じ
め
様
々
な
地
域
福
祉
活
動

が
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

迷
い
な
が
ら
、悩
み
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
委
員
活
動
。そ
の
解
決
の
糸
口
と
し
て
、委
員
の
声
に

耳
を
傾
け
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
座
間
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
取
り
組
み
を
例
に
、委

員
活
動
を「
支
え
る
」た
め
の
視
点
、工
夫
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
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　横須賀市は三浦半島の中央に位
置し、東は東京湾、西は相模湾に面
しています。東京湾の入口にあり、
幕末にペリーが来航した「開国の
町」としても良く知られています。
人口は約40万で担当する民生委員
は584名、18の地区に分かれて社
会福祉のために活動しています。
　そして、各地区間の相互の連携
と活動の充実のために、私たち横
須賀市民児協には研究広報部会が
あります。
　各地区における活動の共通問題
を持ち寄り、調査・議論・研究し、
市内の民生委員向け広報紙として
「よこすか民児協会報」を年二回
発行しています。企画構想・編集
から校閲、発行までの制作活動を
行っています。
　今期、部会員も新任が大半を占
め、活発な意見もあり新たな意気
込みすら感じられます。お互いの
連携を大切にし、全員の力を結集、
市内各地区の「つなぎ役」となるよ
う一歩前に踏み込めればと部会員
一人ひとりが感じております。
　自己研鑽を積み、発行を通じ会
員に有益な情報が提供できるよう
魅力ある広報紙へと念願し活動し
ております。

　茅ヶ崎市は「振り込め詐欺」被害
が県内で政令市を除く市町村で最
も多い市です。これを改善するため
に、茅ヶ崎警察署は「こんな電話は詐
欺！」というステッカー（下写真）を
作成し、70歳以上の方に配布するこ
とになり、民生委員が協力すること
になりました。

　訪問をしてみて「電話がかかってき
た」という経験をした人が多いこと
に驚きました。
 「息子の実名を言われたが、内容が
おかしかったので詐欺だと分かった。
ひっかからなかったが怖くて震えた」
「変だな？とは思ったが、息子かもし
れないと不安になった」
　対策として「電話がかかってきた
ら、『もしかしたら詐欺かも？』と考
えて深呼吸してから受話器をとる」
「留守番電話やナンバーディスプレ
イにして、相手を確認してから受話器
をとる」など、工夫されていることも
伺うことができました。寡黙な方が
「誰かに話したかった」と心の扉を
開いてくださり、新たな対話が出来る
ようになったのは民生委員として嬉
しいことです。
　警察によるとステッカー配布によ
り、「詐欺かも？」と思う人が増え「抑
止力になっている」ということです。

　このまつりは、「つくしの家まつ
り」実行委員会が中心となり、地域
の障がい児・者と地域の人々との交
流をめざして行われているもので、
私たち民生委員は、例年バザー販売
のお手伝いをしています。
　今年で９回目迎え、去る５月２７
日に開催されました。当日は好天に
も恵まれ、露店も盛況で多くの地域
の方々が訪れました。

　会場となった「つくしの家」は、
障がい児・者の地域作業所として運
営されています。毎日平均１５名ぐ
らいの方が来所し、簡単な仕事をし
ています。内容としては、通年では
ありませんが、ボールペンの中身の
組み立て、割り箸の袋詰め、ビール
のラベル貼りなどがあります。
　また、通年を通して、寒川駅前公
園とトイレの清掃、健康管理セン
ターの清掃等を行っています。
　寒川町には、８カ所福祉施設事業
所、２カ所の相談支援事業所があり
ます。これらの機関が連携協力し障
がい者が地域で働き、安心して地域
で暮らせるよう日々努力していると
いうことです。全ての人が安心して
地域で暮らせるよう私自身も力添え
をしたいと思います。

通 信 員 だ よ り

市内各地区の
つなぎ役として！

振り込め詐欺防止
ステッカー配布

「つくしの家まつり」に
参加して

通信員　田京　進 通信員　中尾　圭子 通信員　新井　泰春

地域の人の交流「つくしの家まつり」

横須賀基督教社会館会長　阿部志郎氏と
市委員座談会の様子

電話近くに置いて、未然に詐欺を防ぎます

寒　 川　 町

　中井町民児協は、子どもからお年寄りまで、たす
けあい・ささえあい・みとめあって過ごせる、なかいい
町！を目指しています。
　中でも委員が育てた野菜を持ち寄って作る“すい
とん”は、いつも大好評です。愛情たっぷりの味に子
どもたちの笑顔が溢れます。「おいしかったよ！ごち
そうさま！」の声に私たちも笑顔がこぼれます。

　その他にも未就園児の会の活動にも積極的に関わ
り、地域の子どもたちと顔が見えるつながりを大切に
しています。
　焼いもパーティーやおもちつきのお手伝いなど、食
育を通して子どもたちの成長を願っています。
　これからも地域の身近なサポーターとして、一人ひ
とりに寄り添った活動を行っていきたいと思います。

（中井町民生委員児童委員協議会）

◦発行日／平成29年9月15日　◦発行人／会長　飯田 弘　◦編集人／広報委員会　◦印刷所／有限会社 横浜綜合印刷
◦発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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－支えあう　住みよい社会　地域から－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

◆特集　「委員活動を支える」
　　　　　〜座間市民生委員児童委員協議会の取り組みから〜
●活動研究レポート「Fly2 Kids（フライ・フライキッズ）」（鎌倉市第二地区民児協）
●NEWS&インフォメーション・編集雑感　●通信員だより

未就園児の会でのすいとんパーティー

横 須 賀 市 茅 ヶ 崎 市


